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１．はじめに 

八田原ダム（広島県）の下流に位置する河佐峡は、景勝地として名高くレクリエーション施設が整備され、

市民の憩いの場として親しまれているが、近年、付着藻類の繁茂が原因による景観の悪化や水辺利用時の不

快感等が問題とされている。対策としては付着藻類の「流水による剥離」、「流水の遮断・陸地化」、「砂礫に

よる剥離」が有効なものであると考えており、現在「流水の遮断・陸地化」の効果確認実験を行っている。 

ここでは、今後の有効な対策の実現に向け、この実験結果について述べる。 

２．実験項目 

 実験は、「流水の遮断・陸地化」の対策の効果を把握するため、礫を河床から取り出し乾燥させる「付着藻

類放置観察実験」を行い、また、悪臭の発生や底生動物への影響を把握するため、河川の一部を陸地化する

「河川陸地化実験」を行った。 

３．実験方法 

①付着藻類放置観察実験 

 実験は、晴天時に陸上に付着石を放置し、乾燥後、

流水中に戻し、一定面積あたりの付着藻類の沈殿量を

計測した。 

②河川陸地化実験 

 実験は、放置観察実験の結果、効果が大きかった 

「24 時間乾燥」の条件で土嚢を用いて河川の一部を

締め切り、陸地化前、陸地化時、復旧後（流水状態）、

回復調査（2 週間後）の各段階における付着藻類の

生育状況を調査した。 

４．実験結果 

①付着藻類放置観察実験 

・乾燥時間は、3 時間でも剥離するが乾燥する時間

が 24 時間の方が剥離量は多い。 

・乾燥させた付着藻類を流水に戻した後の経過時間は

長いほど剥離する傾向がある。 
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②河川陸地化実験 

付着藻類は、陸地化により水位が低下し干出した箇

所においては剥離することが確認された。 

しかし、剥離した箇所における 2 週間後の付着藻類

の細胞数は、剥離させたことが原因であるかは不明で

あるが剥離前の状態よりも増加する傾向となった。 

ａ．藍藻類 

各調査時点で種数は少なく変化がない。現存量は

復旧後調査時点で減少する量及び回復状況調査で

増加する絶対数が最も多い。このことから、調査地

点においては剥離・回復現象に関して藍藻類の占め

る割合が大きいといえる。 

ｂ．珪藻類および緑藻類 

珪藻類および緑藻類では、当初の付着量が少ない

ために、剥離効果を検討するまでには至っていない。 

なお、珪藻類については、回復状況調査で種数と

現存量が増加している。 

ｃ．底生動物 

河床の通水性が高いことから、土嚢で締め切って

も、完全に陸地化しないため、底生動物の群集構造

については現況把握調査から回復状況調査までの

間の変化はほとんどなく、陸地化の影響は小さいこ

とが推察された。 

ｄ．悪臭 

陸化時の悪臭については、陸地化当日は実験エリ

ア内で「海苔臭」が弱く感じられた。しかし、離れ

た場所や風が吹いた場合には臭いを感じなかった。

陸地化翌日、復旧後では、臭いは、全く感じなかっ

た。 

５．まとめ 

・藍藻主体の群集では、短い乾燥時間よりも、24 時間程度

での乾燥における剥離効果が大きいことが示された。 

・藍藻類主体の群集の場合、回復調査時には珪藻類が増加

することが確認された。 

・礫質が多く、河床の通水性が大きい河川では、底生動物

に対する影響は小さいことが示された。 

・悪臭は藻類の乾燥化の進行により、極めて低下したこと

から、悪臭による影響は小さいものと考えられる。 

・上記の結果から、実際の対策の運用に際しては、ダムの放流を止めることが有効であるが、漁協関係者及

び利水関係者等の合意を得ることが課題となる。 

・今後さらに種々の条件下における検討を加え、より効果的な手法を検討し、実際の運用面での情報を集積

していく必要がある。 
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